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データ保護の概要
HX Data Platformディザスタリカバリ機能では、ネットワーク接続のクラスタのペアの間で実
行中のVMのレプリケーションを設定することによって、災害から仮想マシンを保護すること
ができます。1つのクラスタで実行されている保護された仮想マシンをペアの他のクラスタに
レプリケートします（その逆も同様です）。2つの対になったクラスタは通常、離れて配置さ
れ、各クラスタは他のクラスタで実行されている仮想マシンのディザスタリカバリサイトと

して機能します。

保護が VMで設定されると、HX Data Platformはローカルクラスタで実行中の VMのレプリ
ケーションスナップショットを定期的に作成し、スナップショットをペアのリモートクラス

タにレプリケート（コピー）します。ローカルクラスタで障害が発生すると、保護された各

VMの最も最近レプリケートされたスナップショットがユーザにより使用され、リモートクラ
スタで VMが回復され実行されます。他のクラスタのディザスタリカバリサイトとして機能
する各クラスタは、障害の発生時に、通常のワークロードだけでなく新しく回復した仮想マシ

ンを実行できるように、十分な予備リソースを含むサイズにする必要があります。

保護属性、その中でも重要なレプリケーション間隔（スケジュール）を割り当てることによっ

て、各仮想マシンを個別に保護できます。レプリケーション間隔を短くすると、災害後にVM
をリカバリする時に、レプリケートされたスナップショットデータはより新しいものになる可

能性があります。レプリケーション間隔は 15分から 24時間までの範囲です。

保護グループと呼ばれる、新しいクラスタごとのグループ化構成は、保護されたVMをグルー
プ化し、同じ保護属性を割り当てます。VMは、属性がすでに定義されている保護グループに
追加するだけで、保護することができます。
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レプリケーションの設定には、HX Data Platformバージョン 2.5またはそれ以降を実行してい
る 2つの既存のクラスタが必要です。両クラスタの HX Data Platformのバージョンは同じであ
る必要があります。この設定はオンラインで完了することができます。

まず、各クラスタがレプリケーションネットワーク用に設定されます。これには、HXConnect
を使用して、リモートクラスタにレプリケートするローカルクラスタノードが使用する IPア
ドレスのセットを提供することが含まれます。プロセスの一環として、HX Connectは専用レ
プリケーションネットワーク用 VLANを UCSマネージャから作成します。

次に、2つのクラスタ、およびそれに対応する既存の関連するデータストアを明示的にペアリ
ングする必要があります。ペアリングのセットアップは、2つのクラスタのいずれかから HX
Connectを使用して完了できます。これには、他のクラスタの管理者資格情報が必要です。

最後に、現在アクティブになっているクラスタで HX Connectを使用することで、仮想マシン
を保護（または、既存の保護属性を変更）することができます。

HX Connectを使用して、クラスタでの着信および発信の両方のレプリケーションの状態をモ
ニタすることができます。

災害後、クラスタ内のノード上で起動された stcliコマンドラインツールを使用して、そのVM
のディザスタリカバリサイトとして機能するクラスタで、保護された VMをリカバリして実
行できます。

レプリケーションとリカバリの考慮事項

以下は、仮想マシンのレプリケーションの構成と仮想マシンのディザスタリカバリの実行時の

考慮事項のリストです。

•管理者：すべてのレプリケーションおよびリカバリタスク（ただしモニタリングを除く）
は、ローカルクラスタ上の管理者特権を持つユーザによってのみ実行可能です。リモート

クラスタに関連するタスクに対し、指定したローカルおよびリモートの両方のユーザは管

理者権限を持っている必要があり、それぞれのクラスタで vCenter SSOで構成される必要
があります。

•記憶域：リモートクラスタにレプリケーションスケジュールをサポートするのに十分な
領域があることを確認します。保護された仮想マシンは、スケジュールされた間隔でリ

モートクラスタにレプリケート（コピー）されます。ストレージキャパシティの方法が

適用されますが（重複排除、圧縮）、レプリケートされた各仮想マシンはストレージス

ペースを消費します。

リモートクラスタに十分なストレージ容量がないと、リモートクラスタの容量の使用率

の最大値に到達する可能性があります。スペース不足エラーの場合は、スペース不足エ

ラーの処理を参照してください。HXクラスタで利用できるスペースが適切に調整される
までは、すべてのレプリケーションスケジュールは一時停止します。クラスタ容量の消費

量が常にスペース使用率の警告しきい値を下回るようにしてください。

•サポートされていないクラスタ：レプリケーションの保護は 2つのHXクラスタの間で行
われます。
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•エッジクラスタ間、エッジクラスタへの、またはエッジクラスタからのレプリケー
ションはサポートされません。

•ノードの再起動：復元、レプリケーション、またはリカバリ操作中に、HXクラスタ内の
ノードを再起動しないでください。

•シンプロビジョニング：保護された仮想マシンは、元々保護されていた仮想マシンでの
ディスクの指定方法に関係なく、シンプロビジョニングされたディスクでリカバリされま

す。

•保護グループの制限：

• 1つの保護グループに設定可能な VMの最大数は 32です。

• ISOまたはフロッピーを使用する VMを保護グループに追加しないでください。

• HX以外のデータストア：保護した VMに非 HXデータストア上のストレージが含まれて
いる場合、このVMを定期的にレプリケートしようとする試みは失敗します。このVMの
保護を解除するか、非 HXストレージを取り外します。

同様に、保護されたVMをHXデータストアから非HXデータストアに移動しないでくだ
さい。ストレージの vMotionを通じて非 HXデータストアに VMを移動する場合、VMの
保護を解除して、保護を再適用します。

•回復した仮想マシンの階層：

•仮想マシンのレプリケーションの回復では、階層は保持されます。

•テストリカバリは、レプリケーション仮想マシンを統合し、レプリケーション階層を
共通のクローニングされた基本ディスクに統合します。データは、すべてクローニン

グされた共通ディスクにあります。しかし、テストリカバリは新しいvm-uuidを持つ

クローンとしてのテストであるため、新たなレプリケーション仮想マシン階層構造が

開始されます。

•スナップショットメモリオプション：仮想マシンをデータ保護レプリケーションまたは
リカバリ用に設定するときにはスナップショットメモリオプションを含めないようにし

てください。

メモリスナップショットには、VMのメモリと電源状態が含まれています。このタイプの
スナップショットは完了に時間がかかります。詳細については、VMware vSphereベスト
プラクティスのドキュメンテーションを参照してください。

•スナップショットのタイプ：HX Data Platformは、さまざまな形式のスナップショット技
術を使用します。各スナップショットは固有のユースケースを満たし、固有の特徴があり

ます。これらに互換性はありません。

• ReadyCloneは、標準標準のクローンと同様に、既存のVMのコピーです。既存のVM
は、ホスト VMと呼ばれます。クローニング操作が完了すると、ReadyCloneは別の
ゲスト VMとなります。
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•ネイティブスナップショットは、動作している VMのバージョン（状態）を保存す
るバックアップ機能です。VMをネイティブスナップショットに戻すことができま
す。

•レプリケーションスナップショットは、VMレプリケーション保護の一部として作成
されます。スケジュールされた時刻に、実行中の VMのレプリケーションスナップ
ショットが作成されます。このスナップショットはリモートクラスタにレプリケート

（コピー）されます。

•リカバリテストスナップショットは、リカバリシステムが動作していることを確認
するために使用される一時的なスナップショットです。

•回復されたVMは、復元されたVMで、リカバリクラスタから最新のレプリケーショ
ンスナップショットを復元することによって作成されました。

データ保護の用語

フェールオーバー：ソースクラスタで障害が発生した場合の手動 VMリカバリプロセスの一
部。このコンテキストにおけるフェールオーバーとは、ターゲットクラスタのレプリケーショ

ンスナップショットを稼働中の VMに変換することを意味します。

レプリケーション間隔：レプリケーションスケジュールの設定の一部です。これは、保護され

た VMレプリケーションスナップショットが作成され、ターゲットクラスタにコピーされる
頻度です。

ローカルクラスタ：VMレプリケーションクラスタペアの 1つ。HX Connectを介して現在ロ
グインしているクラスタ。ローカルクラスタから、ローカル上に存在する VMに対してレプ
リケーション保護を設定します。すると、その VMが、ペアリング済みのリモートクラスタ
にレプリケートされます。

移行：VMの最近のレプリケーションスナップショットのコピーを、稼働中のVMとする定期
的なシステムメンテナンスおよび管理タスク。ソースおよびターゲットクラスタのレプリケー

ションペアは変更されません。

プライマリクラスタ：VMディザスタリカバリのソースクラスタの別名。

保護された仮想マシン：レプリケーションが設定されている VM。保護されている VM：

•レプリケーションペアのローカルクラスタのデータストアに存在します。

•レプリケーションスケジュールを個別に設定または保護グループを通じて設定します。

保護グループ：同じレプリケーション構成を VMのグループに適用する方法です。

リカバリプロセス：ソースクラスタに失敗または障害が発生した場合に、保護対象 VMを回
復するための手動プロセス。

リカバリテスト：リカバリプロセスを災害時に成功させるメンテナンスタスクです。

リモートクラスタ：VMレプリケーションクラスタペアの 1つ。リモートクラスタは、ロー
カルクラスタの保護対象 VMからレプリケーションスナップショットを受信します。
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レプリケーションペア：ローカルクラスタ VMのレプリケーションスナップショットを格納
するリモートのクラスタロケーションを提供するためにまとめられた 2つのクラスタ。

レプリケーションペアのクラスタは、リモートクラスタまたはローカルクラスタのどちらに

もなることができます。レプリケーションペアのクラスタはどちらもレジデント VMを持つ
ことが可能です。各クラスタは、そのレジデントVMに対してローカルです。各クラスタは、
ペアリング済みのローカルクラスタ上に存在する VMに対してリモートです。

レプリケーションスナップショット：レプリケーション保護メカニズムの一部。保護された

VMのスナップショットの種類です。ローカルクラスタからリモートクラスタにコピーされ
ます。

セカンダリクラスタ：VMディザスタリカバリ内のターゲットクラスタの別名。

ソースクラスタ：VMリカバリクラスタペアの 1つ。ソースクラスタは、保護された VMが
置かれる場所となります。

ターゲットクラスタ：VMリカバリクラスタペアの 1つ。ターゲットクラスタは、ソースク
ラスタのVMからレプリケーションスナップショットを受信します。ターゲットクラスタは、
ソースクラスタで障害が発生した場合に VMを回復するために使用されます。

仮想マシンの保護の概要
仮想マシンは、その保護属性を指定することによって保護できます。

•レプリケーションの間隔（レプリケーションの頻度とも考えられる）

•開始時刻（次の 24時間以内で、仮想マシンに対して最初にレプリケーションを試みる時
刻の指定）

•仮想マシンの停止でレプリケーションスナップショットを作成するかどうか。

保護グループを作成し、保護属性を割り当てることができます。仮想マシンを保護グループに

追加でき、そのグループを通じて、すべてに同じ保護属性が割り当てられます。

たとえば、保護の3つのクラス、金、銀、銅があるとします。レプリケーション間隔を、金に
は 15分、銀には 4時間、銅には 24時間などと、各クラスの保護グループを設定します。VM
のほとんどは、作成済みの 3つの保護グループのいずれかに追加するだけで保護できます。

仮想マシンを保護するには、方法を選択します。

複数の仮想マシンを選択する場合、それらを保護グループに追加する必要があります。（注）

•個別：1つの仮想マシンを選択して構成します。特定の仮想マシンのレプリケーションス
ケジュールおよびVMwareの休止オプションを設定します。レプリケーション設定の変更
は、個別に保護された仮想マシンにのみ影響を与えます。仮想マシンは、保護グループに

含まれません。
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•既存の保護グループ：1つ以上の仮想マシンを選択し、それらを既存の保護グループに入
れます。スケジュールおよびVMwareの休止オプション設定は、保護グループ内のすべて
の仮想マシンに適用されます。保護グループの設定を変更すると、保護グループのすべて

の仮想マシンに変更が適用されます。

•新しい保護グループ：2つ以上の仮想マシンを選択し、新しい保護グループを作成するこ
とを選択します。保護グループの名前、スケジュール、およびVMwareの休止オプション
設定を定義します。これらの設定は、保護グループ内のすべての仮想マシンに適用されま

す。保護グループの設定を変更すると、保護グループのすべての仮想マシンに変更が適用

されます。

データ保護のワークフロー

レプリケーションは、VMおよびそのデータを保護するためのプロセスです。次の手順を実行
します。

• 2つのクラスタを設定します。レプリケーションネットワークアクティビティをサポート
し、お互いがペアになるように設定します。

•ソースクラスタにレプリケーションのスナップショットを作成して、ターゲットクラス
タにそれらをコピーする頻度（間隔）を設定する VMレプリケーションスケジュールを
割り当てます。これは、個別の VMおよび保護グループの VMに設定されます。

レプリケーションワークフロー

1. HX Data Platformをインストールし 2つのクラスタを作成します。

2. 各クラスタに少なくとも 1つのデータストアを作成します。

3. HX Connectにログインします。

4. クラスタレプリケーションネットワークを設定します。これを各クラスタで設定します。
レプリケーションネットワーク情報は、各クラスタで一意です。

サブネット、ゲートウェイ、IPアドレスの範囲、レプリケーションネットワーク専用の帯
域幅制限を指定します。HX Data Platformは、UCS Managerを通じて両方のクラスタに対
し、UCS Managerを通じて VLANを構成します。

5. 2つのクラスタを接続するレプリケーションペアを作成します。

これは、1つのクラスタから実行されます。

6. オプションで、保護グループを作成します。

•スケジュールを設定します。各保護グループに、1つのスケジュールがあります。

•異なる仮想マシン用にさまざまなレプリケーション間隔（スケジュール）がある場合
は、複数の保護グループを作成します。仮想マシンは、1つの保護グループにのみ属
することができます。
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7. 次のいずれかとして、保護する仮想マシンを選択します。

個別の仮想マシン

保護グループに割り当てられている仮想マシン

8. 保護の設定

1. 1つまたは複数の仮想マシンを選択します。[保護（Protect）]をクリックします。

2. 仮想マシンの保護ウィザードでのオプションは次のとおりです。

•既存の保護グループを通じて 1つの仮想マシンを保護します。

• 1つの仮想マシンを個別に保護します。

スケジュールを設定します。

•既存の保護グループを通じて複数の仮想マシンを保護します。

•新しい保護グループを通じて複数の仮想マシンを保護します。

新しい保護グループを作成し、スケジュールを設定します。

レプリケーションネットワークの設定

レプリケーションペアを設定する前に、レプリケーションネットワークが、ローカルおよび

リモートの両方のクラスタで設定されていることが必要です。ローカルクラスタで設定を完了

してから、リモートクラスタにログインして、そこで設定を完了します。

ステップ 1 このクラスタの管理ネットワークの管理者として HX Connectにログインします。

ステップ 2 [レプリケーション（Replication）] > [設定（Configure）]を選択します。

レプリケーションネットワークは一度のみ構成できます。構成後は、使用可能な IPアドレスとネットワー
クの帯域幅を編集できます。

ステップ 3 ネットワーク情報を入力します。

基本情報UI要素

既存のVLANを追加するにはこのチェックボックスをオンにします。

Cisco UCS Managerを介してレプリケーションネットワークで使用さ
れるよう VLANを手動設定した場合、VLAN名にはデフォルトの
VLAN名が自動的に設定されます。

デフォルトの名前を使いたくない場合は、VLAN IDまたは VLAN名
を入力します。

[既存のVLANの選択（Select an
existing VLAN）]ラジオボタン

新規VLANを作成するには、このチェックボックスをオンにします。[新しいVLANの作成（Create a new
VLAN）]ラジオボタン

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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基本情報UI要素

上矢印または下矢印をクリックして VLAN IDの番号を選択するか、
フィールドに番号を入力します。

レプリケーションネットワークで使用するため、Cisco UCS Manager
を通じて構成した VLAN IDを入力します。これは、HX Data Platform
管理トラフィックネットワークとデータトラフィックネットワーク

とは別です。

レプリケーションペアの各 HXストレージクラスタには異
なる VLAN ID番号を使用してください。

重要

レプリケーションは、2つの HXストレージクラスタの間にありま
す。各 HXストレージクラスタは、レプリケーションネットワーク
に専用の VLANを必要とします。

たとえば 1と入力します。

値を追加すると、追加の識別子を含むようにデフォルトのVLAN名が
更新されます。VLAN IDの値は、手動で入力した VLAN名には影響
しません。

[VLAN ID]フィールド

[新しいVLANの作成（Create a newVLAN）]チェックボックスを選択
した場合、このフィールドにはデフォルトの VLAN名が入力されま
す。VLAN IDは名前に紐づけられます。

[VLAN名（VLANName）]フィー
ルド

Cisco UCS Manager FQDNまたは IPアドレスを入力します。

例：10.193.211.120。

[UCSManagerホストIPまたはFQDN
（UCS Manager host IP or FQDN）]
フィールド

Cisco UCS Managerの管理ユーザ名を入力します。[ユーザ名（Username）]フィール
ド

Cisco UCS Managerの管理パスワードを入力します。[パスワード（Password）]フィー
ルド

ステップ 4 [構成]をクリックします。

HX Data Platformはリモートネットワークを確認してログインし、UCS Managerから VLANを取得して、
ローカルクラスタ内の各ノードに IPアドレスを割り当てます。

次のタスク

レプリケーションペアの両方の HXストレージクラスタにレプリケーションネットワークを
構成してください。

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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レプリケーションネットワークの編集

構成済みのレプリケーションがある HXクラスタを展開するときは、レプリケーションネッ
トワークに使用できる十分な IPアドレスがあることを確認します。レプリケーションネット
ワークでは、クラスタ内の各ノード 1台に 1つに加えてもう 1つ専用の IPアドレスが必要で
す。このため、3ノードのクラスタでは 4つの IPアドレスが必要です。ノードをもう 1つクラ
スタに追加する場合は、少なくとも 5つの IPアドレスが必要です。 IPアドレスを追加するに
は、レプリケーションネットワークを編集します。

ノードを削除すると、割り当てられた IPアドレスが解放されます。

ステップ 1 このクラスタの管理ネットワークの管理者として HX Connectにログインします。

ステップ 2 [レプリケーション（Replication）] > [編集（Edit）]ボタンを選択します。

レプリケーションネットワークを作成した後は、使用する IPの範囲を編集し、レプリケーショントラ
フィックの発信帯域幅の値を設定できます。レプリケーションネットワークサブネット、ゲートウェイ、

および VLAN IDは参照用にのみ表示され、編集できません。

ステップ 3 フィールドを必要に応じて更新し、[変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

基本情報UI要素

このレプリケーションネットワーク用に構成された VLAN IDです。
この値は変更できません。

[VLAN ID]フィールド

レプリケーションネットワーク用に構成されたネットワークプレ

フィックス表記のサブネット。この値は変更できません。

[サブネット（Subnet）]フィール
ド

レプリケーションネットワーク用に構成されたゲートウェイ。この値

は変更できません。

[ゲートウェイ（Gateway）]フィー
ルド

レプリケーションネットワークで使用する IPアドレスの範囲を入力
します。

•必要な IPアドレスの最小数は、HXストレージクラスタのノー
ド数プラス 1です。

たとえば、4ノードがあるHXストレージクラスタの場合、少な
くとも 5つの IPアドレスの範囲を入力してください。

• [から（from）]の値には、[まで（to）]の値より小さい値を指定
する必要があります。

入力例：10.10.10.20～ 10.10.10.30

•クラスタにノードを追加する計画がある場合は、追加ノードをカ
バーするのに十分な数の IPアドレスを含めます。ただし IPアド
レスはいつでも追加できます。

[IP範囲（IP Range）]フィールド

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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基本情報UI要素

クリックして、[IP範囲（IP Range）]の [から（From）] および [まで
（To）] フィールドに入力した IPアドレスの範囲を追加します。

[IP範囲の追加（Add IP Range）]
フィールド

レプリケーションネットワークが発信トラフィックに使用できる最大

のネットワーク帯域幅を入力します。許容値は 10～ 10,000です。

デフォルトは unlimitedです。この場合、ネットワークで使用可能な

合計帯域幅として、最大のネットワーク帯域幅が設定されます。

レプリケーション帯域幅は、このローカル HXストレージクラスタ
からペアリング相手のリモートHXストレージクラスタにレプリケー
ションスナップショットをコピーするのに使用されます。

[レプリケーションの帯域幅制限の
設定（Set replication bandwidth
limit）]チェックボックス（オプ
ション）

レプリケーションペアの概要

レプリケーションクラスタペアの作成は、レプリケーション用 VMの設定の前提条件です。
レプリケーションネットワークと少なくとも 1つのデータストアは、レプリケーションペア
を作成する前に構成しなければなりません。

クラスタ 2とクラスタ 1をペアリングすることによって、レプリケーション用に明示的に設定
されたクラスタ 1上のすべてのVMはクラスタ 2にレプリケートでき、レプリケーション用に
明示的に設定されたクラスタ 2上のすべてのVMはクラスタ 2にレプリケートできることを指
定しています。

クラスタ 1のデータストアAとクラスタ 2のデータストアBをペアリングすることによって、
レプリケーション用に明示的に設定されるたクラスタ 1上のすべてのVMでは、データストア
Aにファイルがある場合、それらのファイルはクラスタ 2のデータストアBにレプリケートさ
れることを指定しています。同様に、レプリケーション用に明示的に設定されたクラスタ2上
のすべての VMでは、データストア Bにファイルがある場合、それらのファイルはクラスタ
1のデータストアにレプリケートされます。

ペアリングは厳密に 1対 1で行われます。クラスタは、他の 1つ以上のクラスタとペアリング
することができます。ペアになっているクラスタ上の1つのデータストアは他のクラスタ上の
1つのデータストアとしかペアリングすることはできません。

レプリケーションペアの作成

レプリケーションペアは、保護ネットワークの半分を 2つ定義します。ログインしているHX
ストレージクラスタはローカルクラスタで、ペアの最初の半分です。このダイアログによっ

て、ペアの 2つ目の半分で、リモートクラスタである、別の HXストレージクラスタを識別
します。ストレージコンポーネントを確保するため、レプリケーションペアを各HXストレー
ジクラスタのデータストアにマップします。

リモートクラスタでもこの手順を繰り返します。

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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始める前に

•各クラスタにレプリケーションネットワークを構成します。

•各クラスタに 1つ以上のデータストアを作成します。

•ローカルとリモートの両方の HXストレージクラスタがシングルサインオン（SSO）を
使用していることを確認します。

•管理者特権を持つユーザを指定します。

•管理者権限を持つユーザとして HX Connectにログインします。

ステップ 1 HXConnectから、[レプリケーション（Replication）] > [レプリケーションペアの作成（Create Replication
Pair）]を選択します。

ステップ 2 レプリケーションペアの [名前（Name）]を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

2つのHXストレージクラスタの間のレプリケーションペアの名前を入力します。この名前は、ローカル
およびリモートの両方のクラスタに設定されます。この名前は変更できません。

ステップ 3 [リモート接続（Remote Connection）]の IDを入力し、[ペア（Pair）]をクリックします。

基本情報UI要素

リモート HXストレージクラスタの管理ネットワークの IPアドレス
または完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。たとえば、
10.10.10.10などです。

[管理 IPまたは FQDN
（Management IP or FQDN）]
フィールド

リモート HXストレージクラスタの vCenterシングルサインオンま
たはクラスタ固有のクレデンシャルを入力します。入力したユーザに

は管理者権限が必要です。

[ユーザ名（User Name）]と [パス
ワード（Password）]フィールド

HX Data Platformはリモート HXストレージクラスタを確認し、レプリケーションペア名を割り当てま
す。

保護される仮想マシンは、レプリケーションペアのデータストアの 1つになければなりません。（注）

ステップ 4 両方のクラスタから [データストアのマッピング（DatastoreMapping）]を設定し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

保護する仮想マシンは選択したデータストア上に存在する必要があります。レプリケーションペ

ア用に構成されたデータストアから仮想マシンを移動すると、その仮想マシンの保護も解除され

ます。

（注）

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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基本情報UI要素

このクラスタ、ローカル HXストレージクラスタに構成されたデー
タストアの一覧です。

1つのローカルデータストアを 1つのリモートデータストアにマップ
します。

[ローカルデータストア（Local
Datastore）]列

HXストレージクラスタ間のデータストアをペアリングします。

必要な [ローカルデータストア（Local Datastore）]行で、[リモート
データストア（Remote Datastore）]プルダウンメニューからデータス
トアを選択しますこれは、単一の操作でリモートとローカルの両方の

データストアを選択します。

[リモートデータストア（Remote
Datastore）]列

ステップ 5 概要情報を確認し、[データストアをマップする（Map Datastores）]をクリックします。

基本情報UI要素

このローカル HXストレージクラスタで選択したデータストア。[データストア（Datastores）]
フィールド

レプリケーションスナップショットのコピー先となるリモートHXス
トレージクラスタのデータストア。

[ターゲットデータストア（Target
Datastore）]フィールド

レプリケーションペアの編集

レプリケーションペアを編集すると、レプリケーションペアのデータストアが変更されます。

レプリケーションペアで使用されるデータストアを変更すると、ローカルクラスタとリモー

トクラスタの両方のすべての仮想マシンから保護が解除されます。

（注）

ステップ 1 管理者として HX Connectにログインします。

ステップ 2 [レプリケーション（Replication）] > [レプリケーションペア（Replication Pairs）] > [編集（Edit）]を選
択します。

ステップ 3 ローカルまたはリモートのデータストアを選択し、[完了（Finish）]をクリックします。

基本情報UI要素

このクラスタ、ローカル HXストレージクラスタに構成されたデー
タストアの一覧です。

1つのローカルデータストアを 1つのリモートデータストアにマップ
します。

[ローカルデータストア（Local
Datastore）]列

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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基本情報UI要素

HXストレージクラスタ間のデータストアをペアリングします。

1. ローカルデータストアの選択を変更するには、現在のローカル
データストアへのマッピングを削除します。

[リモートデータストア（Remote Datastore）]列のプルダウンメ
ニューで、[このデータストアをマップしない（Do not map this
datastore）]を選択します。

2. 必要な [ローカルデータストア（Local Datastore）]行で、[リモー
トデータストア（Remote Datastore）]プルダウンメニューから
データストアを選択します。これは、単一の操作でリモートとロー

カルの両方のデータストアを選択します。

[リモートデータストア（Remote
Datastore）]列

レプリケーションペアの削除

ローカルおよびリモートのクラスタのレプリケーションペアを削除します。

[レプリケーション（Replication）] > [レプリケーションペア（Replication Pairs）] > [削除
（Delete）]を選択します。

始める前に

ローカルおよびリモートの両方のクラスタで、レプリケーションペアから依存関係を削除しま

す。

このローカル HXストレージクラスタから次を実行します。リモート HXストレージクラス
タにログインし、以下を実行します。

•すべての仮想マシンの保護を解除します。個々の保護を削除します。仮想マシンを保護グ
ループから削除します。

•保護グループを削除します。

ステップ 1 管理者として HX Connectにログインします。

ステップ 2 レプリケーションペア内のデータストアをマップ解除します。

a) [レプリケーション（Replication）] > [レプリケーションペア（Replication Pairs）] > [編集（Edit）]を
選択します。

b) [レプリケーションペアの編集（Edit Replication Pair）]ダイアログボックスの、[リモートデータスト
ア（Remote Datastore）]メニューから、[このデータストアをマップしない（Do not map this datastore）]
を選択します。

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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基本情報UI要素

このクラスタ、ローカルHXストレージクラスタに構成されたデー
タストアの一覧です。

1つのローカルデータストアを1つのリモートデータストアにマッ
プします。

[ローカルデータストア（Local
Datastore）]列

HXストレージクラスタ間のデータストアをペアリングします。

1. ローカルデータストアの選択を変更するには、現在のローカル
データストアへのマッピングを削除します。

[リモートデータストア（Remote Datastore）]列のプルダウン
メニューで、[このデータストアをマップしない（Do not map
this datastore）]を選択します。

2. 必要な [ローカルデータストア（Local Datastore）]行で、[リ
モートデータストア（RemoteDatastore）]プルダウンメニュー
からデータストアを選択します。これは、単一の操作でリモー

トとローカルの両方のデータストアを選択します。

[リモートデータストア（Remote
Datastore）]列

c) すべての可能なリモートデータストアが、[このデータストアをマップしないでください（Do not map
this datastore）]に設定されていることを確認します。

d) [終了（Finish）]をクリックします。

ステップ 3 [レプリケーション（Replication）] > [レプリケーションペア（Replication Pairs）] > [削除（Delete）]を選
択します。

ステップ 4 リモートクラスタの管理者のクレデンシャルを入力し、[削除（Delete）] をクリックします。

基本情報UI要素

リモート HXストレージクラスタの管理者ユーザ名を入力します。[ユーザ名（UserName）]フィール
ド

リモートHXストレージクラスタの管理者パスワードを入力します。[パスワード（Password）]フィー
ルド

保護グループの作成

ローカルクラスタ上の保護グループを作成します。保護グループは、それらが作成されるクラ

スタによってのみ管理され、また保護を提供できます。保護グループがローカルのクラスタに

レプリケートする仮想マシンを保護している場合、これらの保護グループは HX Connectにリ
ストされます。ただし、保護グループは、それが作成されるクラスタである、そのローカルク

ラスタからのみ管理できます。

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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始める前に

レプリケーションネットワークおよびレプリケーションペアを構成する必要があります。

ステップ 1 管理者として HX Connectにログインします。
ステップ 2 [レプリケーション（Replication）] > [保護グループ（Protection Groups）] > [保護グループの作成（Create

Protection Group）]を選択します。

ステップ 3 ダイアログフィールドに情報を入力します。

基本情報UI要素

このローカルクラスタの新しい保護グループの名前を入力します。

保護グループは、各クラスタに一意です。名前はリモートのクラスタ

で参照されますが、リモートクラスタでは編集できません。クラスタ

に複数の保護グループを作成できます。

[保護グループ名（ProtectionGroup
Name）]フィールド

仮想マシンがペアになっているクラスタにレプリケートされる頻度を

選択します。デフォルトは 1時間ごとです。プルダウンメニューオ
プションは次のとおりです。

5分、15分、30分、1時間、90分、2時間、4時間、8時間、12時間、
24時間

[このグループの仮想マシンを次の
間隔で保護（Protect virtualmachines
in this group every）]フィールド

この保護グループに最初に仮想マシンを追加した後すぐに最初のレプ

リケーションを開始する場合、このラジオボタンを選択します。

[仮想マシンの保護をすぐに開始
（Start protecting the virtual machines
immediately）]ラジオボタン

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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基本情報UI要素

最初のレプリケーションを開始する特定の時間を設定する場合は、こ

のラジオボタンを選択します。

レプリケーションを開始する前に、以下について確認します。

•少なくとも 1つの仮想マシンが保護グループに追加されている。

•スケジュールされた開始時刻に達している。

保護の開始時刻を指定するには、次のようにします。

1. [仮想マシンの保護の開始時刻（Start protecting the virtual machines
at）]ラジオボタンをクリックします。

2. [時刻（time）]フィールドをクリックし、時間と分を選択します。
フィールドの外をクリックします。

[クラスタのタイムゾーン（Cluster time zone）]と [クラスタの現在の
時刻（Current time on cluster）]は、適切なレプリケーションの開始時
刻を選択するために参照されます。開始時間は、ローカルクラスタの

時計に基づいています。次に例を示します。

クラスタの現在の時刻が13:56:15で、現在から10時間と3分後とは、
23:59に最初のレプリケーションが発生することを意味します。

[現在からの時間と分（hours, minutes from now）]は最初のレプリケー
ションが発生する時を示します。これは、[時刻（time）]フィールド
の設定値を変更すると更新されます。

[仮想マシンの保護の開始時刻
（Start protecting the virtual machines
at）]ラジオボタン

レプリケーションスナップショットを取る前にHXData Platformによ
り仮想マシンを休止させるには、このチェックボックスをクリックし

ます。

これは、VMwareツールがインストールされている仮想マシンにのみ
適用されます。

[VMwareツールを使用して仮想マ
シンを休止する（Use VMware
Tools to quiesce the virtual machine）]
チェックボックス

ステップ 4 [保護グループの作成（Create Protection Group）]をクリックします。

HXData Platformで [保護グループ（ProtectionGroup）]タブに新しいグループが追加されます。この保護グ
ループは、このクラスタ上の仮想マシンを保護するために利用可能です。

ステップ 5 [レプリケーション（Replication）] > [保護グループ（Protection Groups）] の順にクリックして新しい保
護グループを表示または編集します。

VMの数はゼロ（0）であることに注意してください。仮想マシンをこの新しい保護グループに追加し、こ
の保護グループに設定されたレプリケーションスケジュールを適用します。

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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保護グループの編集

保護グループ内の仮想マシンのレプリケーション間隔（スケジュール）を変更します。

ステップ 1 管理者として HX Connectにログインします。
ステップ 2 [レプリケーション（Replication）] > [保護グループ（Protection Groups）] > [スケジュールの編集（Edit

Schedule）]を選択します。

ステップ 3 ダイアログフィールドの情報を編集します。

基本情報UI要素

プルダウンリストから仮想マシンがペアになっているクラスタにレプ

リケートされる頻度を選択します。次のオプションがあります。

15分、30分、1時間、90分、2時間、4時間、8時間、12時間、24時
間

[このグループの仮想マシンを次の
間隔で保護（Protect virtualmachines
in this group every）]フィールド

レプリケーションスナップショットを取る前にHXData Platformで仮
想マシンを休止するには、このチェックボックスをクリックします。

これは、VMwareツールがインストールされている仮想マシンにのみ
適用されます。

[VMwareツールを使用して仮想マ
シンを休止する（Use VMware
Tools to quiesce the virtual machine）]
チェックボックス

ステップ 4 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

HX Data Platformは、保護グループの間隔および開始時間を更新します。新しい間隔の頻度を表示するに
は、[保護グループ（Protection Groups）]タブを参照してください。

保護グループの削除

始める前に

保護グループからすべての仮想マシンを削除します。

ステップ 1 保護グループ内のすべての仮想マシンを保護解除します。

a) HX Connectで、[レプリケーション（Replication）] > [保護された仮想マシン（Protected Virtual
Machines）]を選択します。

b) 保護グループ内のすべての仮想マシンを選択します。
c) [保護の解除（Unprotect）]をクリックします。確認ポップアップで、[保護の解除（Unprotect）]をク
リックします。

ステップ 2 [レプリケーション（Replication）] > [保護グループ（Protection Groups）] > [protection_group_name]を選
択します。

仮想マシンのディザスタリカバリの管理
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ステップ 3 [削除（Delete）]をクリックします。確認ポップアップで、[削除（Delete）]をクリックします。

既存の保護グループでの仮想マシンの保護

このタスクでは、既存の保護グループを使用して複数の仮想マシンを保護する方法について説

明します。

既存の保護グループを使用する：1つまたは複数の仮想マシンと既存の保護グループに対する
仮想マシンを選択します。スケジュールおよびVMwareの休止オプション設定は、保護グルー
プ内のすべての仮想マシンに適用されます。保護グループの設定を変更すると、保護グループ

のすべての仮想マシンに変更が適用されます。

始める前に

構成されたレプリケーションネットワークおよびレプリケーションペアです。

仮想マシンを追加する前に保護グループを作成します。

ステップ 1 管理者権限で HX Connectにログインし、[仮想マシン（Virtual Machines）]を選択します。

これによりローカルクラスタ上の仮想マシンが一覧表示されます。

ステップ 2 一覧から 2つ以上の保護されていない仮想マシンを選択します。

仮想マシンの行をクリックして選択します。仮想マシンの行をクリックすると、対応する仮想マシンの

チェックボックスが選択されます。

ステップ 3 [保護（Protect）]をクリックします。

[仮想マシンの保護（Protect Virtual Machines）]ウィザードの、[保護グループ（Protection Group）]ページ
が表示されます。

ステップ 4 [既存の保護グループに追加（Add to an existing protection grou）]ラジオボタンをクリックします

基本情報UI要素

選択した仮想マシンの [名前（Name）]を確認します。

[プロビジョニング済みストレージ（Storage Provisioned）]と [使用済
みのストレージ（Storage Used）]を使用して、リモート HXストレー
ジクラスタに利用可能な十分なリソースがあることをチェックしま

す。

[保護パラメータの設定（Set the
protection parameters）]テーブル

プルダウンリストから既存の保護グループを選択します。

保護グループの間隔とスケジュールの設定が、この仮想マシンに適用

されます。

[既存の保護グループに追加（Add
to an existing protection group）]ラ
ジオボタン
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基本情報UI要素

このローカルクラスタの新しい保護グループの名前を入力します。

保護グループは、各クラスタに一意です。名前はリモートのクラスタ

で参照されますが、リモートクラスタでは編集できません。クラスタ

に複数の保護グループを作成できます。

[新しい保護グループの作成
（Create a new protection group）]
ラジオボタン

ステップ 5 プルダウンリストから保護グループを選択し、[次へ（Next）]をクリックします

選択した保護グループに、希望するスケジュール間隔があることを確認します。

[仮想マシンの保護（ProtectVirtualMachines）]ウィザードの、[概要（Summary）]ページが表示されます。

ステップ 6 [概要（Summary）] ページの情報を確認し、[保護グループに追加（Add to Protection Group）]をクリック
します。

HXDataPlatformは、仮想マシンをレプリケーション保護に追加します。[レプリケーション（Replication）]
または [仮想マシン（Virtual Machines）]ページを表示して確認します。[レプリケーション（Replication）]
ページに保護グループが表示されることに注意してください。

新しい保護グループでの仮想マシンの保護

このタスクでは、新しい保護グループを作成することで複数の仮想マシンを保護する方法につ

いて説明します。

新規保護グループを使用する：2つ以上の仮想マシンを選択し、新しい保護グループを作成す
ることを選択します。保護グループの名前、スケジュール、およびVMwareの休止オプション
設定を定義します。これらの設定は、保護グループ内のすべての仮想マシンに適用されます。

保護グループの設定を変更すると、保護グループのすべての仮想マシンに変更が適用されま

す。

始める前に

構成されたレプリケーションネットワークおよびレプリケーションペアです。

ステップ 1 管理者権限で HX Connectにログインし、[仮想マシン（Virtual Machines）]を選択します。

これによりローカルクラスタ上の仮想マシンが一覧表示されます。

ステップ 2 一覧から 2つ以上の保護されていない仮想マシンを選択します。

仮想マシンの行をクリックして選択します。仮想マシンの行をクリックすると、対応する仮想マシンの

チェックボックスが選択されます。

ステップ 3 [保護（Protect）]をクリックします。
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[仮想マシンの保護（Protect Virtual Machines）]ウィザードの、[保護グループ（Protection Group）]ページ
が表示されます。

ステップ 4 [新しい保護グループを作成（Create a new protection group）]ラジオボタンをクリックして、保護グループ
の名前を追加し、[次へ（Next）]をクリックします。

[保護スケジュールウィザードページ（Protection Schedule Wizard Page）]ウィザードページが表示されま
す。

ステップ 5 必要に応じて、スケジュールと VMware休止オプションを入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

基本情報UI要素

仮想マシンがペアになっているクラスタにレプリ

ケートされる頻度を選択します。デフォルトは 1時
間ごとです。プルダウンメニューオプションは次

のとおりです。

[このグループの仮想マシンを次の間隔で保護
（Protect virtual machines in this group every）]フィー
ルド

この保護グループに最初に仮想マシンを追加した後

すぐに最初のレプリケーションを開始する場合、こ

のラジオボタンを選択します。

[仮想マシンの保護をすぐに開始（Start protecting the
virtual machines immediately）]ラジオボタン
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基本情報UI要素

最初のレプリケーションを開始する特定の時間を設

定する場合は、このラジオボタンを選択します。レ

プリケーションを開始するには、次のことが必要で

す。

•少なくとも 1つの仮想マシンが保護グループに
追加されている。

•スケジュールされた開始時刻に達している。

保護の開始時刻を指定するには、次のようにしま

す。

1. [仮想マシンの保護の開始時刻（Start protecting
the virtual machines at）]ラジオボタンをクリッ
クします。

2. [時刻（time）]フィールドをクリックし、時間
と分を選択します。フィールドの外をクリック

します。

[現在からの時間と分（hours,minutes fromnow）]
は最初のレプリケーションが発生する時を示し

ます。これは、[時刻（time）]フィールドの設
定値を変更すると更新されます。

[クラスタのタイムゾーン（Cluster time zone）]と [ク
ラスタの現在の時刻（Current time on cluster）]は、
適切なレプリケーションの開始時刻を選択するため

に参照されます。開始時間は、ローカルクラスタの

時計に基づいています。次に例を示します。

クラスタの現在の時刻が 13:56:15で、現在から 10
時間と 3分後とは、23:59に最初のレプリケーショ
ンが発生することを意味します。

[仮想マシンの保護の開始時刻（Start protecting the
virtual machines at）]ラジオボタン

レプリケーションスナップショットを取る前に HX
Data Platformで仮想マシンを休止するには、この
チェックボックスをクリックします。

これは、VMwareツールがインストールされている
仮想マシンにのみ適用されます。

[VMwareツールを使用して仮想マシンを休止する
（Use VMware Tools to quiesce the virtual machine）]
チェックボックス

[仮想マシンの保護（ProtectVirtualMachines）]ウィザードの、[概要（Summary）]ページが表示されます。

ステップ 6 [概要（Summary）] ページの情報を確認し、[保護グループに追加（Add to Protection Group）]をクリック
します。
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概要の内容を確認し、選択した仮想マシンに適用する設定を確認します。

•保護グループの名前

•保護する仮想マシンの数

•仮想マシンの名前

•各仮想マシンのプロビジョニング済みストレージ

•各仮想マシンの使用（消費）済みストレージ

HXDataPlatformは、仮想マシンをレプリケーション保護に追加します。[レプリケーション（Replication）]
または [仮想マシン（Virtual Machines）]ページを表示して確認します。[レプリケーション（Replication）]
ページに保護グループが表示されることに注意してください。

個別の仮想マシンの保護

このタスクでは、仮想マシンを保護する方法について説明します。

•個別：1つの仮想マシンを選択して構成します。特定の仮想マシンのレプリケーションス
ケジュールおよびVMwareの休止オプションを設定します。レプリケーション設定の変更
は、個別に保護された仮想マシンにのみ影響を与えます。仮想マシンは、保護グループに

含まれません。

•既存の保護グループ：1つ以上の仮想マシンを選択し、それらを既存の保護グループに入
れます。スケジュールおよびVMwareの休止オプション設定は、保護グループ内のすべて
の仮想マシンに適用されます。保護グループの設定を変更すると、保護グループのすべて

の仮想マシンに変更が適用されます。

始める前に

構成されたレプリケーションネットワークおよびレプリケーションペアです。

ステップ 1 管理者権限で HX Connectにログインし、[仮想マシン（Virtual Machines）]を選択します。

これによりローカルクラスタ上の仮想マシンが一覧表示されます。

ステップ 2 一覧から 1つの保護されていない仮想マシンを選択します。仮想マシンの行をクリックして選択します。

仮想マシンの行をクリックして選択します。仮想マシンの行をクリックすると、対応する仮想マシンの

チェックボックスが選択されます。

ステップ 3 [保護（Protect）]をクリックします。

[仮想マシンの保護（Protect Virtual Machine）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 必要に応じてフィールドに入力します。
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基本情報UI要素

プルダウンリストから既存の保護グループを選択します。

保護グループの間隔とスケジュールの設定が、この仮想マシンに適用

されます。

追加の構成は必要ありません。[仮想マシンの保護（Protect Virtual
Machine）]をクリックします。

[既存の保護グループに追加（Add
to an existing protection group）]ラ
ジオボタン

間隔、スケジュールオプション、および仮想マシンの保護を定義する

ための VMwareツールオプションを有効にします。
[この仮想マシンを個別に保護
（Protect this virtual machine
independently）]ラジオボタン

プルダウンリストから仮想マシンがペアになっているクラスタにレプ

リケートされる頻度を選択します。次のオプションがあります。

15分、30分、1時間、90分、2時間、4時間、8時間、12時間、24時
間

[この仮想マシンを次の間隔で保護
（Protect this virtualmachine every）]
フィールド

この保護グループに最初に仮想マシンを追加した後すぐに最初のレプ

リケーションを開始する場合、このラジオボタンを選択します。

[仮想マシンの保護をすぐに開始
（Start protecting the virtual machines
immediately）]ラジオボタン

最初のレプリケーションを開始する特定の時間を設定する場合は、こ

のラジオボタンを選択します。レプリケーションを開始するには、次

のことが必要です。

•少なくとも 1つの仮想マシンが保護グループに追加されている。

•スケジュールされた開始時刻に達している。

保護の開始時刻を指定するには、次のようにします。

1. [仮想マシンの保護の開始時刻（Start protecting the virtual machines
at）]ラジオボタンをクリックします。

2. [時刻（time）]フィールドをクリックし、時間と分を選択します。
フィールドの外をクリックします。

[現在からの時間と分（hours, minutes from now）]は最初のレプリ
ケーションが発生する時を示します。これは、[時刻（time）]
フィールドの設定値を変更すると更新されます。

[クラスタのタイムゾーン（Cluster time zone）]と [クラスタの現在の
時刻（Current time on cluster）]は、適切なレプリケーションの開始時
刻を選択するために参照されます。開始時間は、ローカルクラスタの

時計に基づいています。次に例を示します。

クラスタの現在の時刻が13:56:15で、現在から10時間と3分後とは、
23:59に最初のレプリケーションが発生することを意味します。

[仮想マシンの保護の開始時刻
（Start protecting the virtual machines
at）]ラジオボタン
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基本情報UI要素

レプリケーションスナップショットを取る前にHXData Platformで仮
想マシンを休止するには、このチェックボックスをクリックします。

これは、VMwareツールがインストールされている仮想マシンにのみ
適用されます。

[VMwareツールで仮想マシンを休
止する（VMware Tools to quiesce
the virtualmachine）]チェックボッ
クス

ステップ 5 [仮想マシンの保護（Protect Virtual Machine）]をクリックします。

仮想マシンの状態は、[仮想マシン（Virtual Machine）]ページと [レプリケーション（Replication）]ページ
に更新されます。[レプリケーション（Replication）]ページに保護グループが表示されないことに注意して
ください。

これで、この仮想マシンでのレプリケーションが有効になりました。

仮想マシンの保護の解除

保護グループを削除する場合は、その保護グループ内の仮想マシンの保護を解除する必要があ

ります。

クラスタのアクティビティのレプリケーションを一時停止するために仮想マシンの保護を解除

する必要はありません。レプリケーションの一時停止（40ページ）を参照してください。
（注）

ステップ 1 管理者として HX Connectにログインします。

ステップ 2 [仮想マシン（Virtual Machines）]を選択します。

これによりローカルクラスタ上の仮想マシンが一覧表示されます。

ステップ 3 一覧から保護されている仮想マシンを選択します。仮想マシンの行をクリックします。

一度に 1つの仮想マシンの保護を解除できます。

ステップ 4 [保護を解除（Unprotect）]をクリックし、クリックして確認ます。

仮想マシンの状態が、[保護（protected）]から [非保護（unprotected）]に変わります。

VM移行の概要
移行とは、定期的なシステムメンテナンスと管理のためにいつでも使用できる、フェールオー

バーの 1形式です。
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移行機能：

• VMの所有権がソースクラスタから削除され、所有権がターゲットクラスタに追加され
ます。

•ソースクラスタとターゲットクラスタの間のペアリングは保持されます。

移行はディザスタリカバリタスクではありません。（注）

移行プロセス：

1. ターゲットクラスタでは、VMの最新のレプリケーションスナップショットコピーが、
動作中の VMになります。

2. ソースクラスタでは、ソースクラスタ上の VMの保護が解除されます。これには、保護
グループからの削除も含まれます。

3. 新しいソースクラスタ（これまでのターゲットクラスタ）から VMのレプリケーション
保護を設定します。

4. 元のソースクラスタから VMを削除します。

保護された仮想マシンの移行

移行を行うと、VMの所有権がソースクラスタから削除され、ターゲットクラスタに移りま
す。

ターゲットクラスタで、ソースクラスタからターゲットクラスタに仮想マシンを移行するた

めに次を実行します。

始める前に

•ターゲットクラスタは稼働しており状況は良好です。

•保護された仮想マシンは、ターゲットクラスタへのレプリケーションを最近完了しまし
た。これらのレプリケートされた仮想マシンは、ターゲットクラスタでスナップショット

として保存されます。

ステップ 1 ターゲットクラスタ内のノードのコントローラ VMにログインします。

レプリケーションスナップショットをコピーしたターゲットクラスタです。ソースクラスタは、仮想マ

シンが存在していたクラスタでした。

ステップ 2 移行する仮想マシンを特定します。コマンドを実行します。

# stcli dp vm list --brief

このコマンドでは、VMの一意の識別子、BIOS UUIDを一覧表示します。
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ステップ 3 ソースクラスタからターゲットクラスタへのすべての潜在的なレプリケーションを停止します。ターゲッ
トクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp vm halt

stcli dp vm halt [-h] --vmid VMID [--force]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

指定した BIOS UUIDに一致する仮想マシン
でコマンドを実行します。

必須作業です。--vmid VMID

引数の検証とリカバリを行わないでくださいこれはオプションで

す。

--force

ステップ 4 ターゲットクラスタとソースクラスタの双方が同じ vCenter上にある場合は、ソースクラスタのVMの登
録を解除します。

これによってvCenterからVMのレコードが確実になくなりますが、VMのデータは保持されます。vCenter
は VMの管理を停止します。

ステップ 5 移行を実行します。コマンドを実行します。

# stcli dp vm recover failover

• folder、resourcepool、newname、poweron、test-networkまたは network-mappingなどの、任意の省略

可能なパラメータを指定してテストリカバリをカスタマイズします。

•このコマンドは、job-idを返します。job-idを使ってリカバリの状態をモニタします。

stcli dp vm recover failover [-h] --vmid VMID [--resourcepool-id RESOURCEPOOL-ID | --resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME] [--folder-id FOLDER-ID | --folder-name FOLDER-NAME] [--network-mapping
NETWORKMAPPING [NETWORKMAPPING ...]] [--poweron] [--force]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

指定した BIOS UUIDに一致する仮想マシン
でコマンドを実行します。

必須作業です。--vmid VMID

回復した VMを指定された IDのリソース
プールに配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--resourcepool-id
RESOURCEPOOL-ID

回復した VMを指定された名前のリソース
プールに配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME

回復した VMを指定された IDのフォルダに
配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--folder-id FOLDER-ID

回復したVMを指定された名前のフォルダに
配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--folder-name
FOLDER-NAME
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説明必須またはオプションオプション

送信元ネットワークを宛先ネットワークにマップ

します。形式は

source_network:destination_networkです。次に例

を示します。

--network-mapping

"source_network1:destination_network1","source_network2:destination_network2"

これはオプションです。--network-mapping
NETWORKMAPPING
[NETWORKMAPPING ...]

リカバリ後に VMの電源をオンにしますこれはオプションです。--poweron

引数の検証とリカバリを行わないでくださいこれはオプションです。--force

ステップ 6 前のコマンドからの job-idを参照して、ジョブの状態をモニタします。コマンドを実行します。

# stcli dp vm recover status --id <job-id>

ステップ 7 ターゲットクラスタの回復された VMのコンテンツを確認します。

ステップ 8 元のソースクラスタから保護構成を削除します。

a) ソースクラスタにログインします。
b) すべての仮想マシンの保護を解除します。コマンドを実行します。

# stcli dp vm delete --vmid VMID

または、HX Connectを使用して仮想マシンの保護を解除します。

c) 電源をオフにして、元の VMを削除します。

ソースクラスタの vCenterからデータストアファイルを使用して削除します。

ステップ 9 HX Connectを介してターゲットクラスタにログインし、仮想マシンの保護を再構成します。

保護グループの仮想マシンの移行

移行を行うと、VMの所有権がソースクラスタから削除され、ターゲットクラスタに移りま
す。

ターゲットクラスタで、ソースクラスタからターゲットクラスタに仮想マシンを移行するた

めに次を実行します。

始める前に

•ターゲットクラスタは稼働しており状況は良好です。

•保護された仮想マシンは、ターゲットクラスタへのレプリケーションを最近完了しまし
た。これらのレプリケートされた仮想マシンは、ターゲットクラスタでスナップショット

として保存されます。
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ステップ 1 ターゲットクラスタ内のノードのコントローラ VMにログインします。

レプリケーションスナップショットをコピーしたターゲットクラスタです。ソースクラスタは、仮想マ

シンが存在していたクラスタでした。

ステップ 2 移行する仮想マシンを特定します。コマンドを実行します。

# stcli dp group list --brief

このコマンドでは、VMの一意の識別子、BIOS UUIDを一覧表示します。

ステップ 3 ソースクラスタからターゲットクラスタへのすべての潜在的なレプリケーションを停止します。ター

ゲットクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp group halt

stcli dp group halt [-h] --groupid GROUPID [--force]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

リストされた groupidに一致する保護グルー
プの仮想マシンのレプリケーションを停止し

ます。

必須作業です。--groupid GROUPID

引数を検証せずにレプリケーションを停止し

ます。

これはオプションで

す。

--force

ステップ 4 ターゲットクラスタとソースクラスタの双方が同じ vCenter上にある場合は、ソースクラスタのVMの
登録を解除します。

これによってvCenterからVMのレコードが確実になくなりますが、VMのデータは保持されます。vCenter
は VMの管理を停止します。

ステップ 5 移行を実行します。コマンドを実行します。

# stcli dp vm recover failover

• folder、resourcepool、newname、poweron、test-networkまたは network-mappingなどの、任意の省

略可能なパラメータを指定してテストリカバリをカスタマイズします。

•このコマンドは、job-idを返します。job-idを使ってリカバリの状態をモニタします。

stcli dp vm recover failover [-h] --vmidVMID [--resourcepool-id RESOURCEPOOL-ID | --resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME] [--folder-id FOLDER-ID | --folder-name FOLDER-NAME] [--network-mapping
NETWORKMAPPING [NETWORKMAPPING ...]] [--poweron] [--force]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

指定した BIOS UUIDに一致する仮想マシン
でコマンドを実行します。

必須作業です。--vmid VMID
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説明必須またはオプションオプション

回復したVMを指定された IDのリソースプール
に配置します。

省略可能なペアの 1つ。--resourcepool-id
RESOURCEPOOL-ID

回復した VMを指定された名前のリソースプー
ルに配置します。

省略可能なペアの 1つ。--resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME

回復した VMを指定された IDのフォルダに配置
します。

省略可能なペアの 1つ。--folder-id FOLDER-ID

回復したVMを指定された名前のフォルダに配置
します。

省略可能なペアの 1つ。--folder-name
FOLDER-NAME

送信元ネットワークを宛先ネットワークにマップ

します。形式は

source_network:destination_networkです。次に

例を示します。

--network-mapping

"source_network1:destination_network1","source_network2:destination_network2"

これはオプションです。--network-mapping
NETWORKMAPPING
[NETWORKMAPPING...]

リカバリ後に VMの電源をオンにしますこれはオプションです。--poweron

引数の検証とリカバリを行わないでくださいこれはオプションです。--force

ステップ 6 前のコマンドからの job-idを参照して、ジョブの状態をモニタします。コマンドを実行します。

# stcli dp vm recover status --id <job-id>

ステップ 7 保護グループ内のすべての VMで、ステップ 4とステップ 5を繰り返します。

保護グループ内のVMに対して、一度に 1つの仮想マシンで stcli dp vm recover failoverコマンド
を実行します。これはシリアルに行う操作です。同じ保護グループ内のVMでのパラレルリカ
バリはサポートされていません。

（注）

ステップ 8 ターゲットクラスタの回復された VMのコンテンツを確認します。

ステップ 9 元のソースクラスタから保護構成を削除します。

a) 保護グループを削除します。

# stcli dp group delete --groupid GROUPID

または、HX Connectを使用して保護グループを削除します。

b) ソースクラスタにログインします。
c) 電源をオフにして、元の VMを削除します。

ソースクラスタの vCenterからデータストアファイルを使用して削除します。

ステップ 10 HX Connectを介してターゲットクラスタにログインし、仮想マシンの保護を再構成します。
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データ保護/リカバリワークフロー
ディザスタリカバリは、ソースサイトが到達不能で、VMおよび保護グループをターゲット
クラスタにフェールオーバーするときに実行されます。フェールオーバーのプロセスによっ

て、VMへのプライマリクラスタの関連付けが、ソースクラスタからターゲットクラスタに
シフトします。VMと保護グループが回復すると、新しいクラスタにレプリケーション保護を
再度設定することができます。

仮想マシンのリカバリでは、stcli dp vmコマンドを使用して、リカバリ（ターゲット）クラス
タから最新のレプリケーションスナップショットが復元されます。

リカバリプロセスでは、移行プロセスと異なり、ソースクラスタとターゲットクラスタ間の

ペアリングが削除（破棄）されるので、新しいソースクラスタ（これまでのターゲットクラス

タ）が新しいクラスタとレプリケーションペアを作ることが可能になります。

リカバリプロセスは、障害時に元のソースサイトの復帰が見込めない場合に使用します。いっ

たん破棄を適用した後でVMに保護を適用するには、ペアリングおよび保護の全プロセスを行
う必要があります。

（注）

リカバリ

災害後に使用されます。リカバリでは、移行と同様に、VMの最新のレプリケーションスナッ
プショットコピーが動作中の VMになります。移行とは異なり、元のソースクラスタとター
ゲットクラスタの間のペアリングは削除（破棄）されます。新しいソース（旧ターゲット）ク

ラスタは別のクラスタとペアになることができます。次の手順を実行します。

1. 保護された VMと保護グループの一覧を生成します。

2. すべてのレプリケーションアクティビティを停止します。ターゲットクラスタでコマン
ドを実行します。

これにより新しいレプリケーションのスナップショットを作成するのに、部分的または破

損した VMは使用されません。

3. VMレプリケーションスナップショットから動作中の VMに、VMのフェールオーバーを
回復します。

4. リカバリテストのステータスをモニタします。

5. 回復された VMコンテンツを確認します。

6. 必要に応じて手順 3～ 5を繰り返して、すべての VMを回復します。

7. タスクが障害から回復中の場合は、レプリケーションペア設定を削除（破棄）します。

これにより、データストアと、元のソースクラスタとターゲットクラスタ間のクラスタ

ペアリングが削除され、新しいソース（以前のターゲット）クラスタと別の正常なクラス

タのペアリングが可能になります。
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このコマンドは、元のソースサイトの復帰が見込めない障害が発生した場合のみ使用します。

いったん破棄を適用した後で VMに保護を適用するには、ペアリングおよび保護の全プロセス
を行う必要があります。

（注）

8. VMの保護を解除し、保護グループを削除します。

9. 新しいソース（旧ターゲット）クラスタを新しいクラスタとペアにし、個別に、または保
護グループで再度 VMを保護します。

仮想マシンのリカバリのテスト

仮想マシンとデータのリカバリは、stcli dp vmコマンドによって行います。リカバリメソッド
が機能しているかテストします。リカバリテストコマンドはいずれも、ターゲットクラスタ

上のみで実行されます。

リカバリテストを行っても実行中のクラスタが中断することはありません。テストの目的は、

実際の障害が発生した場合に VMが回復可能であるか確認することです。
（注）

始める前に

ターゲットクラスタは稼働しており状況は良好です。

保護された仮想マシンは、ターゲットクラスタへのレプリケーションを最近完了しました。こ

れらのレプリケートされた仮想マシンは、ターゲットクラスタでスナップショットとして保存

されます。

ステップ 1 リカバリクラスタ内のノードのコントローラ VMにログインします。

リカバリクラスタは、レプリケーションスナップショットをコピーしたターゲットクラスタです。ソー

スクラスタは、仮想マシンが存在していたクラスタでした。

ステップ 2 リカバリする仮想マシンを特定します。コマンドを実行します。

# stcli dp vm list --brief

このコマンドでは、VMの一意の識別子、BIOS UUIDを一覧表示します。

ステップ 3 リカバリテストを実行します。コマンドを実行します。

# stcli dp vm recover test

•このコマンドは、job-idを返します。

•デフォルトでは、テストリカバリによって VMが回復し、回復したその VMは、同じ名前で
HxTestRecoveryフォルダ内に置かれます。
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stcli dp vm recover test [-h] --vmid VMID [--resourcepool-id RESOURCEPOOL-ID | --resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME] [--folder-id FOLDER-ID | --folder-name FOLDER-NAME] [--test-network
TESTNETWORK] [--network-mappingNETWORKMAPPING[NETWORKMAPPING ...]] [--poweron] [--force]
[--newname NEWNAME]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

指定した BIOS UUIDに一致する仮想マシン
をリストします。

必須作業です。--vmid VMID

回復した VMを指定された IDのリソース
プールに配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--resourcepool-id
RESOURCEPOOL-ID

回復した VMを指定された名前のリソース
プールに配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME

回復した VMを指定された IDのフォルダに
配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--folder-id FOLDER-ID

回復したVMを指定された名前のフォルダに
配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--folder-name
FOLDER-NAME

テストリカバリに使用するネットワークをテ

ストします。リカバリ後、すべての送信元

ネットワークがこのネットワークに割り当て

られます。

これはオプションで

す。

--test-network
TESTNETWORK

送信元ネットワークを宛先ネットワークに

マップします。形式は

source_network:destination_networkです。

次に例を示します。

--network-mapping

"source_network1:destination_network1","source_network2:destination_network2"

これはオプションで

す。

--network-mapping
NETWORKMAPPING
[NETWORKMAPPING
...]

リカバリ後に VMの電源をオンにします。これはオプションで

す。

--poweron

引数を検証せずにリカバリを実行します。これはオプションで

す。

--force

テストで回復した VMの新しい名前。これはオプションで

す。

--newname NEWNAME

ステップ 4 前のコマンドからの job-idを参照して、ジョブの状態をモニタします。コマンドを実行します。

# stcli dp vm recover status --id <job-id>

ステップ 5 保護グループの一部である VMの場合、グループ内の各 VMでテストリカバリを実行します。
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ステップ 6 回復した VMの内容を確認します。

仮想マシンのリカバリ

仮想マシンのリカバリでは、stcli dp vmコマンドを使用して、ターゲット（リカバリ）クラス
タから最新のレプリケーションスナップショットが復元されます。

移行プロセスと区別するために、リカバリプロセスにはソースクラスタとターゲットクラス

タ間のペアリングの削除が含まれます。

個別に保護された、または、別の保護グループに属している仮想マシンでリカバリを実行する

場合の同時リカバリ操作の最大数は 20です。
（注）

始める前に

•ターゲットクラスタは稼働しており状況は良好です。

•保護された仮想マシンは、ターゲットクラスタへのレプリケーションを最近完了しまし
た。これらのレプリケートされた仮想マシンは、ターゲットクラスタでスナップショット

として保存されます。

ターゲットクラスタのディザスタリカバリを行うには、次を実行します。

ステップ 1 ターゲット（リカバリ）クラスタ内のノードのコントローラ VMにログインします。

リカバリクラスタは、レプリケーションスナップショットをコピーしたターゲットクラスタです。ソー

スクラスタは、仮想マシンが存在していたクラスタでした。

ステップ 2 リカバリする仮想マシンを特定します。ターゲットクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp vm list --brief

このコマンドでは、VMの一意の識別子、BIOS UUIDを一覧表示します。

ステップ 3 ソースクラスタからターゲットクラスタへのすべての潜在的なレプリケーションを停止します。ターゲッ
トクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp vm halt

stcli dp vm halt [-h] --vmid VMID [--force]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

指定した BIOS UUIDに一致する仮想マシン
でコマンドを実行します。

必須作業です。--vmid VMID
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説明必須またはオプションオプション

引数の検証とリカバリを行わないでくださいこれはオプションです。--force

ステップ 4 リカバリを実行します。ターゲットクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp vm recover failover --vmid VMID

• folder、resourcepool、newname、poweron、test-networkまたは network-mappingなどの、任意の省略

可能なパラメータを指定してテストリカバリをカスタマイズします。

•このコマンドは、job-idを返します。job-idを使ってリカバリの状態をモニタします。

stcli dp vm recover failover [-h] --vmid VMID [--resourcepool-id RESOURCEPOOL-ID | --resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME] [--folder-id FOLDER-ID | --folder-name FOLDER-NAME] [--network-mapping
NETWORKMAPPING [NETWORKMAPPING ...]] [--poweron] [--force]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

指定した BIOS UUIDに一致する仮想マシン
でコマンドを実行します。

必須作業です。--vmid VMID

回復した VMを指定された IDのリソース
プールに配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--resourcepool-id
RESOURCEPOOL-ID

回復した VMを指定された名前のリソース
プールに配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME

回復した VMを指定された IDのフォルダに
配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--folder-id FOLDER-ID

回復したVMを指定された名前のフォルダに
配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--folder-name
FOLDER-NAME

送信元ネットワークを宛先ネットワークに

マップします。形式は

source_network:destination_networkです。

次に例を示します。

--network-mapping

"source_network1:destination_network1","source_network2:destination_network2"

これはオプションで

す。

--network-mapping
NETWORKMAPPING
[NETWORKMAPPING
...]

リカバリ後に VMの電源をオンにしますこれはオプションで

す。

--poweron

引数の検証とリカバリを行わないでくださいこれはオプションで

す。

--force

ステップ 5 前のコマンドからのjob-idを参照して、ジョブの状態をモニタします。ターゲットクラスタでコマンドを

実行します。
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# stcli dp vm recover status --id <job-id> --list

summary_step_state: SUCCEEDED
Description: Successfully completed Failover recovery for VMID 564d3432-d4fd-5cdc-b742-b3cfad73144c
time_submitted: 08/31/17_23:07
time_elapsed_millis: 588097052
Jobid: ebf813ff-a91a-40b2-a6dd-51564c8092c0
state: COMPLETED
Message: Performing Failover recovery for VMID 564d3432-d4fd-5cdc-b742-b3cfad73144c
time_started: 08/31/17_23:07

ステップ 6 ターゲットクラスタの回復された VMのコンテンツを確認します。

--poweronオプションが使用され、仮想マシンの電源が自動的にオンにならない場合は、vCenterを介して
仮想マシンの電源をオンにします。

ステップ 7 レプリケーションペア構成を削除（破棄）します。ターゲットクラスタ内の 1つのコントローラVMでコ
マンドを実行します。

このコマンドは、障害時に元のソースサイトの復帰が見込めない場合に使用します。いったん破

棄を適用した後で VMに保護を適用するには、ペアリングおよび保護の全プロセスを行う必要が
あります。

（注）

# stcli dp peer forget

•レプリケーションネットワークが稼働しており、レプリケーション用の元の構成で実行されているこ
とを確認します。すべてのコントローラ VMで同時にコマンドを実行しないでください。

•これにより、データストアと、元のソースクラスタとターゲットクラスタ間のクラスタペアリング
が削除され、新しいソース（以前のターゲット）クラスタと別の正常なクラスタのペアリングが可能

になります。

•元のソースクラスタが故障状態から復帰したら、そのクラスタに対してこの手順を繰り返します。

stcli dp peer forget [-h] [--name NAME] [--all]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

すべての部分的なペアと正常にペアになった

クラスタの、ピア間のペアリングを解除しま

す。

いずれか 1つが必須。--all

指定された名前のクラスタペアのために、ピ

ア間のペアリング（ソースクラスタとター

ゲットクラスタ）を解除します。

いずれか 1つが必須。--name NAME

ステップ 8 仮想マシンの保護を解除します。ターゲットクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp vm delete --vmid VMID

または、HX Connectを使用して仮想マシンの保護を解除します。
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ステップ 9 新しいクラスタとターゲットクラスタをペアリングします。その後、仮想マシンに対し、個別にまたは保
護グループを通じて、保護を再適用します。

保護グループの仮想マシンのリカバリ

仮想マシンのリカバリでは、stcli dp groupコマンドを使用して、ターゲット（リカバリ）クラ
スタから最新のレプリケーションスナップショットが復元されます。

移行プロセスと区別するために、リカバリプロセスにはソースクラスタとターゲットクラス

タ間のペアリングの削除も行われます。

同じ保護グループ内の仮想マシンでリカバリを実行する場合は、並列にではなく、一度に1つ
の仮想マシンでリカバリコマンドを実行します。これはシリアルに行う操作です。同じ保護グ

ループ内の仮想マシンでの並列リカバリはサポートされません。

（注）

始める前に

•ターゲットクラスタは稼働しており状況は良好です。

•保護された仮想マシンは、ターゲットクラスタへのレプリケーションを最近完了しまし
た。これらのレプリケートされた仮想マシンは、ターゲットクラスタでスナップショット

として保存されます。

ターゲットクラスタで、ソースクラスタからターゲットクラスタに仮想マシンを移行するた

めに次を実行します。

ステップ 1 ターゲット（リカバリ）クラスタ内のノードのコントローラ VMにログインします。

リカバリクラスタは、レプリケーションスナップショットをコピーしたターゲットクラスタです。ソー

スクラスタは、仮想マシンが存在していたクラスタでした。

ステップ 2 移行する仮想マシンを特定します。ターゲットクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp group list --brief

このコマンドでは、VMの一意の識別子、BIOS UUIDを一覧表示します。

ステップ 3 ソースクラスタからターゲットクラスタへのすべての潜在的なレプリケーションを停止します。ター

ゲットクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp group halt

stcli dp group halt [-h] --groupid GROUPID [--force]
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構文の説明 説明必須またはオプションオプション

リストされた groupidに一致する保護グルー
プの仮想マシンのレプリケーションを停止し

ます。

必須作業です。--groupid GROUPID

引数を検証せずにレプリケーションを停止し

ます。

これはオプションで

す。

--force

ステップ 4 リカバリを実行します。ターゲットクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp vm recover failover

このコマンドは、job-idを返します。job-idを使ってリカバリの状態をモニタします。

stcli dp vm recover failover [-h] --vmidVMID [--resourcepool-id RESOURCEPOOL-ID | --resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME] [--folder-id FOLDER-ID | --folder-name FOLDER-NAME] [--network-mapping
NETWORKMAPPING [NETWORKMAPPING ...]] [--poweron] [--force]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

指定した BIOS UUIDに一致する仮想マシン
でコマンドを実行します。

必須作業です。--vmid VMID

回復した VMを指定された IDのリソース
プールに配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--resourcepool-id
RESOURCEPOOL-ID

回復した VMを指定された名前のリソース
プールに配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--resourcepool-name
RESOURCEPOOL-NAME

回復した VMを指定された IDのフォルダに
配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--folder-id FOLDER-ID

回復したVMを指定された名前のフォルダに
配置します。

省略可能なペアの 1
つ。

--folder-name
FOLDER-NAME

送信元ネットワークを宛先ネットワークに

マップします。形式は

source_network:destination_networkです。

次に例を示します。

--network-mapping

"source_network1:destination_network1","source_network2:destination_network2"

これはオプションで

す。

--network-mapping
NETWORKMAPPING
[NETWORKMAPPING
...]

リカバリ後に VMの電源をオンにしますこれはオプションで

す。

--poweron

引数の検証とリカバリを行わないでくださいこれはオプションで

す。

--force
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ステップ 5 前のコマンドからのjob-idを参照して、ジョブの状態をモニタします。ターゲットクラスタでコマンド

を実行します。

# stcli dp vm recover status --id <job-id> --list

summary_step_state: SUCCEEDED
Description: Successfully completed Failover recovery for VMID 564d3432-d4fd-5cdc-b742-b3cfad73144c
time_submitted: 08/31/17_23:07
time_elapsed_millis: 588097052
Jobid: ebf813ff-a91a-40b2-a6dd-51564c8092c0
state: COMPLETED
Message: Performing Failover recovery for VMID 564d3432-d4fd-5cdc-b742-b3cfad73144c
time_started: 08/31/17_23:07

ステップ 6 保護グループ内のすべての VMで、ステップ 4とステップ 5を繰り返します。

ステップ 7 ターゲットクラスタの回復された VMのコンテンツを確認します。

--poweronオプションが使用され、仮想マシンの電源が自動的にオンにならない場合は、vCenterを介し
て仮想マシンの電源をオンにします。

ステップ 8 レプリケーションペア構成を削除（破棄）します。ターゲットクラスタ内の 1つのコントローラVMで
コマンドを実行します。

このコマンドは、障害時に元のソースサイトの復帰が見込めない場合に使用します。いったん

破棄を適用した後で VMに保護を適用するには、ペアリングおよび保護の全プロセスを行う必
要があります。

（注）

# stcli dp peer forget

•レプリケーションネットワークが稼働しており、レプリケーション用の元の構成で実行されている
ことを確認します。すべてのコントローラ VMで同時にコマンドを実行しないでください。

•これにより、データストアと、元のソースクラスタとターゲットクラスタ間のクラスタペアリング
が削除され、新しいソース（以前のターゲット）クラスタと別の正常なクラスタのペアリングが可

能になります。

•元のソースクラスタが故障状態から復帰したら、そのクラスタに対してこの手順を繰り返します。

stcli dp peer forget [-h] [--name NAME] [--all]

構文の説明 説明必須またはオプションオプション

すべての部分的なペアと正常にペアになった

クラスタの、ピア間のペアリングを解除しま

す。

いずれか 1つが必須。--all

指定された名前のクラスタペアのために、ピ

ア間のペアリング（ソースクラスタとター

ゲットクラスタ）を解除します。

いずれか 1つが必須。--name NAME

ステップ 9 保護グループを削除します。ターゲットクラスタでコマンドを実行します。

# stcli dp group delete --groupid GROUPID
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または、HX Connectを使用して保護グループを削除します。

ステップ 10 新しいクラスタとターゲットクラスタをペアリングします。その後、仮想マシンに対し、個別にまたは

グループを通じて、保護を再適用します。

レプリケーションメンテナンスの概要
レプリケーションは、設定されている場合、定義されているスケジュールごとにバックグラウ

ンドで実行されます。レプリケーションメンテナンスタスクには次のものがあります。

•リカバリのテスト：リカバリメソッドが動作しているかどうかをテストします。

stcli dp vm recover testコマンドを使用します。

•レプリケーションの一時停止：HXストレージクラスタでメンテナンスを行う準備をして
いて、

レプリケーションを設定済みの場合、レプリケーションアクティビティを一時停止する必

要があります。

HXストレージクラスタのメンテナンスアクティビティには、ノードの追加または再起
動、あるいはHXストレージクラスタのアップグレードが含まれます。通常、HXクラス
タでノードが HXメンテナンスモードに入る必要がある場合、レプリケーションを一時
停止して再開します。

stcli dp schedule pauseコマンドを使用します。

•レプリケーションの再開：HXストレージクラスタのメンテナンスアクティビティが完
了したら、レプリケーションスケジュールを再開します。

stcli dp schedule resumeコマンドを使用します。

•移行：1つのソースクラスタからレプリケーションペアターゲットクラスタに VMをシ
フトするオプション。ターゲットクラスタは移行した VMの新しいソースクラスタにな
ります。

stcli dp vm recover failoverコマンドを使用します。

移行

災害ではなく、定期的なシステムメンテナンスと管理のために、いつでも使用されます。移行

では、リカバリと同様に、VMの最新のレプリケーションスナップショットコピーが動作中
のVMになります。ソースとターゲットのクラスタ間のペアはそのままです。次の手順を実行
します。

1. 保護された VMのリストを生成します。
# stcli dp vm list --brief

2. ソースクラスタでのレプリケーションアクティビティを停止します。
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# stcli dp vm halt

これにより新しいレプリケーションのスナップショットを作成するのに、部分的または破

損した VMは使用されません。

3. VMを使用するレプリケーション VMから動作中の VMに、VMのフェールオーバーを回
復します。

# stcli dp vm recover failover --vmid VMID

これはターゲットクラスタのレプリケーションスナップショットコピーを動作中 VMに
変更するプロセスを実行します

クラスタレプリケーションペアはそのままです。切断されたピアは使用されません。

4. リカバリテストのステータスをモニタリングします。
# stcli dp vm recover status --id JOB-ID

5. 回復された VMの内容を検証します。

リカバリテスト

リカバリプロセスを保証するメンテナンスタスクは、災害発生時に正常に行われます。次の

手順を実行します。

1. 保護された VMのリストを生成します。
# stcli dp vm list --brief

2. 保護された各 VMでリカバリテストを行います。
# stcli dp vm recover test

3. リカバリテストのステータスをモニタリングします。
# stcli dp vm recover status --id JOB-ID

4. 回復された VMの内容を検証します。

レプリケーションの一時停止

HXストレージクラスタのメンテナンスを行うための準備をする際に構成済みのレプリケー
ションがある場合は、レプリケーションアクティビティを一時停止する必要があります。

HXストレージクラスタのメンテナンスアクティビティには、ノードの追加または再起動、
あるいはHXストレージクラスタのアップグレードが含まれます。通常、HXクラスタでノー
ドがHXメンテナンスモードに入る必要がある場合、レプリケーションを一時停止して再開し
ます。

ステップ 1 ストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 コマンドラインから stcli dp schedule pauseコマンドを実行します。
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ステップ 3 メンテナンスまたはアップグレードのタスクを実行します。

次のタスク

メンテナンスまたはアップグレードのタスクを続行して完了します。レプリケーションスケ

ジュールを再開します。

レプリケーションの再開

HXストレージクラスタのメンテナンスを行うための準備をする際に構成済みのレプリケー
ションがある場合は、レプリケーションアクティビティを一時停止する必要があります。

HXストレージクラスタのメンテナンスアクティビティには、ノードの追加または再起動、
あるいはHXストレージクラスタのアップグレードが含まれます。通常、HXクラスタでノー
ドがHXメンテナンスモードに入る必要がある場合、レプリケーションを一時停止して再開し
ます。

アクティビティの完了後、レプリケーションスケジュールを再開します。

始める前に

HXストレージクラスタの一時停止と、保守またはアップグレードのタスクの完了を確認しま
す。

ステップ 1 ストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 コマンドラインから stcli dp schedule resumeコマンドを実行します。

すべての保護された仮想マシンの構成済みレプリケーションスケジュールが開始されます。
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